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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　さ
て
、
日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
人
口
割
合
は
総
務
省

統
計
局
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
９
月
で
27
・
７
％
と
世
界

で
最
も
高
く
、
更
に
２
０
４
０
年
で
は
約
３
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の
高
齢

社
会
対
策
会
議
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
就
業
に
関
わ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　そ
の
一
方
で
、
現
在
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
登
録
会
員
数
は
約
72
万
人
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
多

様
化
す
る
高
齢
者
就
業
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
そ
の
数

は
年
々
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

も
登
録
会
員
及
び
受
注
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
よ
り
多
く
の
方
に

事
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
か
ら
「
認
知
度
倍

増
計
画
〜
み
ん
な
で
広
め
よ
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〜
」
を
掲
げ
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
具
現
化
に
向
け
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
本
計
画

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
は
、
ご
健
康
と
安

全
就
業
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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施
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会
員
表
彰
は
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た
方
々
に
対
し
て

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
次
の
方
々
の
受
賞

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
、
平
成
30
年
1
月
25
日
（
木
）
に
「
川

崎
市
総
合
自
治
会
館
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
南
部
事
務
所

　
　
赤
間
　
健
哉
　
　
塩
入
　
洋
子
　
　
関
口
　
は
つ
江

　
　
松
本
　
八
千
代
　
猪
股
　
浩
一
　
　
佐
藤
　
貞
雄

　
　
小
野
寺
　
利
昭
　
高
石
　
笑
子
　
　
長
手
　
南
策

　
　
小
池
　
秀
世
　
　
杉
田
　
幸
子
　
　
阿
賀
嶺
　
義
一

　
　
菊
池
　
昭
二
　
　
鈴
木
　
靖
久
　
　
田
島
　
康
彦

　
　
竹
村
　
三
郎
　
　
坪
井
　
信
男
　
　
黒
澤
　
隆
一

●
中
部
事
務
所
　

　
　
柴
田
　
眞
　
　
　
谷
　
公
子
　
　
　
佐
竹
　
敏
之

　
　
田
口
　
カ
ヨ
子
　
関
澤
　
春
男
　
　
平
元
　
修

　
　
松
原
　
キ
ミ
子
　
望
月
　
毅
雄
　
　
山
口
　
勝
三
　

　
　
吉
田
　
誠
子
　
　
飯
沼
　
正
良
　
　
中
矢
　
邦
彦

　
　
石
崎
　
シ
ゲ
　
　
小
川
　
節
男
　
　
喜
治
　
十
郎

　
　
佐
藤
　
進
　
　
　
高
垣
　
敏
夫
　
　
村
岡
　
ま
さ
子

●
北
部
事
務
所

　
　
太
田
　
行
英
　
　
渡
辺
　
光
代
　
　
門
木
　
功

　
　
松
本
　
邦
彦
　
　
松
永
　
文
代
　
　
岩
本
　
秀
昭

　
　
岩
崎
　
功
　
　
　
村
上
　
政
三
　
　
加
藤
　
美
代
子

　
　
大
屋
　
泰
子
　
　
清
水
　
紀
男
　
　
中
西
　
広
昌

　
　
塚
瀨
　
尚
德
　
　
渡
邉
　
和
枝
　
　
堀
江
　
行
雄

　
　
木
村
　
英
男
　
　
吉
田
　
貞
夫
　
　
荻
原
　
緑

　
　
清
水
　
富
佐
子

計
55
名受講風景

受講風景

北部

南部

中部

中部

中部

南部

中部

清掃作業中に足を滑らせ転倒し、頭部と左半身を強
打。病院へ搬送され、頭部打撲（こぶ）と診断された。

就業中、バックヤードのドアに手を掛け、靴を履き
直していた際に、人が近くを通り、気を取られ、ド
アに掛けていた手を緩めてしまったことでドアが閉
まり、右手の親指を挟み1.5cm程裂傷。出血がひど
かったが止血し、就業先の従業員付き添いで病院へ
行った。

屋外清掃作業を行っていたところ、手に湿疹・かぶ
れができ、その後、首等にも湿疹・かぶれが広がっ
たので、病院で診察を受けた。診断結果は毛虫の抜
け殻の毛によるかぶれということだった。

就業終了後、バイクで帰宅途中に道路を走行中、前
方の車輌が左折しようとしていたのでブレーキをか
けたところ、雨のためスリップして転倒。その際、
右足を強く道路に打ち付けてしまった。

就業のため久地駅に向かう途中、溝口駅南口でバス
から降りる際に足を踏み外し、頭を地面に打った。
そして、救急車で搬送された。

台車を使用して商品を運んでいた際に、台車の下部
分が誤って仕切りガラスに接触し、ガラスを破損さ
せてしまった。

植木剪定作業で脚立に乗り、トリマーを使用し、枝
を切っていたところ、頭上の電話線を誤って切断し
てしまった。

女

女

女

男

男

男

男

83

69

67

75

79

70

77

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠責

清掃作業

スーパー
商品補充・整理

屋外清掃作業

自動車の運転

自転車等放置
防止対策業務

商品管理

植木剪定

就業中

就業中

就業中

途上

途上

就業中

就業中

10月  6日

10月17日

10月20日

10月13日

11月27日

11月19日

11月20日

※傷害：南部１件　中部３件　北部１件　賠責：南部１件　中部１件
※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。
　また、怪我などにより就業継続が困難な場合も同様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。
※上半期から事故の増加傾向が続いてます。会員ひとりひとりが事故を起こさないよう、気を引き締めて安全就業と就業

途上の安全確保に十分配慮してください。
※日頃から、自分自身の健康管理の徹底を！冬場に多い心筋梗塞に気をつけましょう！受講風景

●
派
遣
就
業
者
向
け
接
遇
研
修

平
成
29
年
11
月
13
日（
月
）

平
成
29
年
11
月
14
日（
火
）

研
修
会
場
　南
部
事
務
所
会
議
室

参
加
人
数
34
名

　
派
遣
就
業
者
の
中

で
は
ス
ー
パ
ー
で
の

商
品
管
理
で
就
業
す

る
方
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
は
接
客
に
役

立
て
る
た
め
に
接
遇

研
修
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
Ｔ
Ｍ
Ｓ
オ

フ
ィ
ス
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
猪
瀬
氏
を

迎
え
、
お
客
様
（
利

用
者
）
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
接
す
れ
ば

良
い
か
、
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
客
様
は
従
業
員
の
ど
こ
を
見
て
い
る
か
、
そ
れ
は
、
初
対

面
の
方
が
最
初
に
出
会
っ
た
際
に
ど
こ
を
見
て
、
人
を
判
断
す

る
か
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
そ
う
で
す
。
人
は
視
覚
の
情
報
で

そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
人
か
を
印
象
付
け
判
断
し
て
し
ま
う
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
表
情
、
態
度
、
服
装
は
接
客
に

お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
実
際

に
体
を
動
か
す
な
ど
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
内

容
で
参
加
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
印
象
に
残
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
就
業
時
や
就
業
途
上
の
事
故
事
例
や
安

全
就
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
就
業
者
に
は
よ
り
安
全
就
業
を
意

識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務

就
業
会
員
対
象
接
遇
研
修

平
成
29
年
11
月
16
日（
木
）

平
成
29
年
11
月
20
日（
月
）

研
修
会
場
　南
部
事
務
所
会
議
室

高
津
区
役
所
5
階
会
議
室

参
加
人
数
96
名

　
会
員
の
就
業
態
度
向
上
を
図
る
講
習
と
し
て
、
自
転
車
等
放

置
防
止
対
策
業
務
に
就
業
す
る
全
会
員
を
対
象
に
2
日
間
に
わ

た
り
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
日
程
を
分
け
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①
講
習
会
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
講
習
会
の
目
的
に
つ
い

て
（
経
営
課
）

②
就
業
態
度
、
応
対
方
法
等
接
遇
の
講
義
（
接
遇
専
門
講
師
）

③
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
心
得
に
つ
い
て

（
川
崎
市
建
設
緑
政
局
　
自
転
車
対
策
室
）

④
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

（
経
営
課
及
び
各
事
務
所
）

⑤
講
習
会
の
総
括
と
作
業
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

（
経
営
課
）

　
講
習
会
で
は
、
各

地
区
で
就
業
し
て
い

る
会
員
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
就
業
方

法
の
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
業
務
や

職
種
を
広
げ
て
接
遇

研
修
を
実
施
、
ま
た

他
の
講
習
会
に
つ
い

て
も
検
討
、
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

●
調
理
講
習
会

　
調
理
方
法
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
、
初
心
者
向
け
簡

単
健
康
調
理
講
習
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
調
理
経

験
の
な
い
男
性
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
講
習
会
で

す
。
毎
年
受
講
者
か
ら
大

変
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
も
市
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

　
配
偶
者
、
お
知
り
合
い

の
方
な
ど
、
お
誘
い
の
う
え
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　24
名（
市
民
募
集
と
合
せ
て
）

講
習
日
時
　平
成
30
年
2
月
22
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

講
習
会
場
　て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
ー
６
ー
10

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
下
車
約
５
分
）

受
講
料
　無
料

　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

申
込
締
切
日
　平
成
30
年
2
月
8
日（
木
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤

会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
2
1
0
ー
0
0
2
6
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
経
営
課

　
☎
０
４
４
ー
２
２
２
ー
６
８
８
６
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範
と
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に
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う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
次
の
方
々
の
受
賞

が
決
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り
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た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
、
平
成
30
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25
日
（
木
）
に
「
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す
。

●
受
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氏
名
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略
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●
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事
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所

　
　
赤
間
　
健
哉
　
　
塩
入
　
洋
子
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松
本
　
八
千
代
　
猪
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秀
世
　
　
杉
田
　
幸
子
　
　
阿
賀
嶺
　
義
一

　
　
菊
池
　
昭
二
　
　
鈴
木
　
靖
久
　
　
田
島
　
康
彦

　
　
竹
村
　
三
郎
　
　
坪
井
　
信
男
　
　
黒
澤
　
隆
一

●
中
部
事
務
所
　

　
　
柴
田
　
眞
　
　
　
谷
　
公
子
　
　
　
佐
竹
　
敏
之

　
　
田
口
　
カ
ヨ
子
　
関
澤
　
春
男
　
　
平
元
　
修

　
　
松
原
　
キ
ミ
子
　
望
月
　
毅
雄
　
　
山
口
　
勝
三
　

　
　
吉
田
　
誠
子
　
　
飯
沼
　
正
良
　
　
中
矢
　
邦
彦

　
　
石
崎
　
シ
ゲ
　
　
小
川
　
節
男
　
　
喜
治
　
十
郎

　
　
佐
藤
　
進
　
　
　
高
垣
　
敏
夫
　
　
村
岡
　
ま
さ
子

●
北
部
事
務
所

　
　
太
田
　
行
英
　
　
渡
辺
　
光
代
　
　
門
木
　
功

　
　
松
本
　
邦
彦
　
　
松
永
　
文
代
　
　
岩
本
　
秀
昭

　
　
岩
崎
　
功
　
　
　
村
上
　
政
三
　
　
加
藤
　
美
代
子

　
　
大
屋
　
泰
子
　
　
清
水
　
紀
男
　
　
中
西
　
広
昌

　
　
塚
瀨
　
尚
德
　
　
渡
邉
　
和
枝
　
　
堀
江
　
行
雄

　
　
木
村
　
英
男
　
　
吉
田
　
貞
夫
　
　
荻
原
　
緑

　
　
清
水
　
富
佐
子

計
55
名受講風景

受講風景

北部

南部

中部

中部

中部

南部

中部

清掃作業中に足を滑らせ転倒し、頭部と左半身を強
打。病院へ搬送され、頭部打撲（こぶ）と診断された。

就業中、バックヤードのドアに手を掛け、靴を履き
直していた際に、人が近くを通り、気を取られ、ド
アに掛けていた手を緩めてしまったことでドアが閉
まり、右手の親指を挟み1.5cm程裂傷。出血がひど
かったが止血し、就業先の従業員付き添いで病院へ
行った。

屋外清掃作業を行っていたところ、手に湿疹・かぶ
れができ、その後、首等にも湿疹・かぶれが広がっ
たので、病院で診察を受けた。診断結果は毛虫の抜
け殻の毛によるかぶれということだった。

就業終了後、バイクで帰宅途中に道路を走行中、前
方の車輌が左折しようとしていたのでブレーキをか
けたところ、雨のためスリップして転倒。その際、
右足を強く道路に打ち付けてしまった。

就業のため久地駅に向かう途中、溝口駅南口でバス
から降りる際に足を踏み外し、頭を地面に打った。
そして、救急車で搬送された。

台車を使用して商品を運んでいた際に、台車の下部
分が誤って仕切りガラスに接触し、ガラスを破損さ
せてしまった。

植木剪定作業で脚立に乗り、トリマーを使用し、枝
を切っていたところ、頭上の電話線を誤って切断し
てしまった。

女

女

女

男

男

男

男

83

69

67

75

79

70

77

傷害

傷害

傷害

傷害

傷害

賠責

賠責

清掃作業

スーパー
商品補充・整理

屋外清掃作業

自動車の運転

自転車等放置
防止対策業務

商品管理

植木剪定

就業中

就業中

就業中

途上

途上

就業中

就業中

10月  6日

10月17日

10月20日

10月13日

11月27日

11月19日

11月20日

※傷害：南部１件　中部３件　北部１件　賠責：南部１件　中部１件
※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。
　また、怪我などにより就業継続が困難な場合も同様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。
※上半期から事故の増加傾向が続いてます。会員ひとりひとりが事故を起こさないよう、気を引き締めて安全就業と就業

途上の安全確保に十分配慮してください。
※日頃から、自分自身の健康管理の徹底を！冬場に多い心筋梗塞に気をつけましょう！受講風景

●
派
遣
就
業
者
向
け
接
遇
研
修

平
成
29
年
11
月
13
日（
月
）

平
成
29
年
11
月
14
日（
火
）

研
修
会
場
　南
部
事
務
所
会
議
室

参
加
人
数
34
名

　
派
遣
就
業
者
の
中

で
は
ス
ー
パ
ー
で
の

商
品
管
理
で
就
業
す

る
方
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
は
接
客
に
役

立
て
る
た
め
に
接
遇

研
修
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
Ｔ
Ｍ
Ｓ
オ

フ
ィ
ス
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
猪
瀬
氏
を

迎
え
、
お
客
様
（
利

用
者
）
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
接
す
れ
ば

良
い
か
、
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
客
様
は
従
業
員
の
ど
こ
を
見
て
い
る
か
、
そ
れ
は
、
初
対

面
の
方
が
最
初
に
出
会
っ
た
際
に
ど
こ
を
見
て
、
人
を
判
断
す

る
か
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ
そ
う
で
す
。
人
は
視
覚
の
情
報
で

そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
人
か
を
印
象
付
け
判
断
し
て
し
ま
う
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
表
情
、
態
度
、
服
装
は
接
客
に

お
い
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
実
際

に
体
を
動
か
す
な
ど
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
内

容
で
参
加
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
印
象
に
残
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
就
業
時
や
就
業
途
上
の
事
故
事
例
や
安

全
就
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
就
業
者
に
は
よ
り
安
全
就
業
を
意

識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務

就
業
会
員
対
象
接
遇
研
修

平
成
29
年
11
月
16
日（
木
）

平
成
29
年
11
月
20
日（
月
）

研
修
会
場
　南
部
事
務
所
会
議
室

高
津
区
役
所
5
階
会
議
室

参
加
人
数
96
名

　
会
員
の
就
業
態
度
向
上
を
図
る
講
習
と
し
て
、
自
転
車
等
放

置
防
止
対
策
業
務
に
就
業
す
る
全
会
員
を
対
象
に
2
日
間
に
わ

た
り
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
日
程
を
分
け
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し
た
。

①
講
習
会
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
講
習
会
の
目
的
に
つ
い

て
（
経
営
課
）

②
就
業
態
度
、
応
対
方
法
等
接
遇
の
講
義
（
接
遇
専
門
講
師
）

③
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
心
得
に
つ
い
て

（
川
崎
市
建
設
緑
政
局
　
自
転
車
対
策
室
）

④
市
自
転
車
等
放
置
防
止
対
策
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

（
経
営
課
及
び
各
事
務
所
）

⑤
講
習
会
の
総
括
と
作
業
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

（
経
営
課
）

　
講
習
会
で
は
、
各

地
区
で
就
業
し
て
い

る
会
員
が
集
ま
っ
て

い
る
た
め
、
就
業
方

法
の
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
業
務
や

職
種
を
広
げ
て
接
遇

研
修
を
実
施
、
ま
た

他
の
講
習
会
に
つ
い

て
も
検
討
、
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

●
調
理
講
習
会

　
調
理
方
法
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
、
初
心
者
向
け
簡

単
健
康
調
理
講
習
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
調
理
経

験
の
な
い
男
性
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
講
習
会
で

す
。
毎
年
受
講
者
か
ら
大

変
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
も
市
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

　
配
偶
者
、
お
知
り
合
い

の
方
な
ど
、
お
誘
い
の
う
え
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　24
名（
市
民
募
集
と
合
せ
て
）

講
習
日
時
　平
成
30
年
2
月
22
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

講
習
会
場
　て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
ー
６
ー
10

　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
下
車
約
５
分
）

受
講
料
　無
料

　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

申
込
締
切
日
　平
成
30
年
2
月
8
日（
木
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤

会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
2
1
0
ー
0
0
2
6
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
経
営
課

　
☎
０
４
４
ー
２
２
２
ー
６
８
８
６



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５） （４）

幸区民祭（PR活動中）あさお区民まつりPR活動の様子

宮前区民祭のPR活動の様子 会議中の様子

安全適正就業（剪定作業中）

★
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
29
年
10
月
７
日（
土
）

　
今
年
の
区
民
祭
は
天
気
予
報
で
大
雨
暴
風
注
意
が
報
じ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
会
員
に
よ
る
配
布
活
動
に
つ
い
て
は

事
前
に
取
り
止
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
気

は
大
雨
も
暴
風
も
な
い
好
天
と
な
り
、
こ
れ
に
誘
わ
れ
多

く
の
市
民
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
４
，０
０
０

個
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
職
員
が
手
分
け
し
て
配
布

し
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
29
年
10
月
12
日（
木
）

　
会
員
４
名
で
剪
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
現
場
を
巡
回
し

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
剪
定
し
た
枝
葉
を
袋
詰
め
、
指
定
の

場
所
に
移
動
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
剪
定
作
業
に

適
し
た
装
備
を
し
、
道
具
等
も
置
き
場
を
決
め
き
ち
ん
と

整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
が
広
い
た
め
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
安
全
就
業
を
意
識
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
地
域
班
連
絡
会
議

　
平
成
29
年
10
月
19
日（
木
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
29
年
度
第
２
回
中
部

事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
班
の

班
長
・
副
班
長
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
11
月
の
チ

ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ラ
シ
配
布
活

動
の
回
数
や
、

地
区
割
に
つ
い

て
も
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
な

お
、
班
長
・
副

班
長
の
ご
協
力

に
よ
り
、

２
，５
０
０
枚

の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動　

平
成
29
年
11
月
19
日（
日
）

　
宮
前
区
役
所
に
て
、第
36
回
宮
前
区
民
祭
が
開
催
さ
れ
、

中
部
事
務
所
か
ら
は
会
員
・
職
員
合
わ
せ
て
７
名
が
参
加

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
区
民
祭
は
、
市
長
選
挙
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど
遅
い
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、２
，０
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
来
場
さ
れ
た
方
々
に
配
り
、 

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
29
年
10
月
８
日（
日
）

　
今
年
も
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
た
め
、「
あ

さ
お
区
民
ま
つ
り
」
に
会
員
11
名
と
職
員
で
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
麻
生
区
役
所
敷
地
内
で
セ
ン

タ
ー
広
告
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
参
加
会
員
の

協
力
に
よ
り
多
く
の
来
場
者
に
配
布
し
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
貢
献
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
方
々
へ
の
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

◆
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動

平
成
29
年
10
月
上
旬
〜
中
旬
実
施

　
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班
長
に
よ
り
、
多
摩
区
か
ら
麻

生
区
の
各
担
当
地
域
で
受
注
開
拓
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
配
布
枚
数
は
１
人
あ
た
り
５
０
０
枚

で
総
数
５
，０
０
０
枚
。

　
配
布
後
、
チ
ラ
シ
を
見
ら
れ
た
方
か
ら
早
速
、
植
木
の

剪
定
、
除
草
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
等

の
申
込
み
や
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活
動
に
、
ご
協
力
頂
い
た
皆

様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
業
会
員
の
募
集

　
多
摩
区
・
麻
生
区
内
で
、
個
人
の
お
宅
の
お
掃
除

や
食
事
作
り
、
お
子
様
の
送
り
迎
え
等
の
依
頼
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
お
仕
事
に
、
少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方

は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
北
部
事
務
所
　
☎
９
８
０
ー
０
１
３
１

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真

な
ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　（
①
〜
②
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
経
験
談
、
旅
行
記
や

健
康
法
な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
動
植
物
や
自
作
の
絵
画
・

彫
刻
な
ど
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ

サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

●
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

●
送
り
先

　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５） （４）

幸区民祭（PR活動中）あさお区民まつりPR活動の様子

宮前区民祭のPR活動の様子 会議中の様子

安全適正就業（剪定作業中）

★
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
29
年
10
月
７
日（
土
）

　
今
年
の
区
民
祭
は
天
気
予
報
で
大
雨
暴
風
注
意
が
報
じ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
会
員
に
よ
る
配
布
活
動
に
つ
い
て
は

事
前
に
取
り
止
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
気

は
大
雨
も
暴
風
も
な
い
好
天
と
な
り
、
こ
れ
に
誘
わ
れ
多

く
の
市
民
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
４
，０
０
０

個
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
職
員
が
手
分
け
し
て
配
布

し
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
29
年
10
月
12
日（
木
）

　
会
員
４
名
で
剪
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
現
場
を
巡
回
し

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
剪
定
し
た
枝
葉
を
袋
詰
め
、
指
定
の

場
所
に
移
動
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
剪
定
作
業
に

適
し
た
装
備
を
し
、
道
具
等
も
置
き
場
を
決
め
き
ち
ん
と

整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
が
広
い
た
め
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、
安
全
就
業
を
意
識
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
地
域
班
連
絡
会
議

　
平
成
29
年
10
月
19
日（
木
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
29
年
度
第
２
回
中
部

事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
班
の

班
長
・
副
班
長
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
11
月
の
チ

ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ラ
シ
配
布
活

動
の
回
数
や
、

地
区
割
に
つ
い

て
も
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
な

お
、
班
長
・
副

班
長
の
ご
協
力

に
よ
り
、

２
，５
０
０
枚

の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動　

平
成
29
年
11
月
19
日（
日
）

　
宮
前
区
役
所
に
て
、第
36
回
宮
前
区
民
祭
が
開
催
さ
れ
、

中
部
事
務
所
か
ら
は
会
員
・
職
員
合
わ
せ
て
７
名
が
参
加

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
区
民
祭
は
、
市
長
選
挙
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど
遅
い
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、２
，０
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
来
場
さ
れ
た
方
々
に
配
り
、 

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
活
動

　
平
成
29
年
10
月
８
日（
日
）

　
今
年
も
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
た
め
、「
あ

さ
お
区
民
ま
つ
り
」
に
会
員
11
名
と
職
員
で
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
麻
生
区
役
所
敷
地
内
で
セ
ン

タ
ー
広
告
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
参
加
会
員
の

協
力
に
よ
り
多
く
の
来
場
者
に
配
布
し
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
貢
献
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
方
々
へ
の
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

◆
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動

平
成
29
年
10
月
上
旬
〜
中
旬
実
施

　
地
域
班
の
班
長
及
び
副
班
長
に
よ
り
、
多
摩
区
か
ら
麻

生
区
の
各
担
当
地
域
で
受
注
開
拓
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。
配
布
枚
数
は
１
人
あ
た
り
５
０
０
枚

で
総
数
５
，０
０
０
枚
。

　
配
布
後
、
チ
ラ
シ
を
見
ら
れ
た
方
か
ら
早
速
、
植
木
の

剪
定
、
除
草
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
等

の
申
込
み
や
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活
動
に
、
ご
協
力
頂
い
た
皆

様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
業
会
員
の
募
集

　
多
摩
区
・
麻
生
区
内
で
、
個
人
の
お
宅
の
お
掃
除

や
食
事
作
り
、
お
子
様
の
送
り
迎
え
等
の
依
頼
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
お
仕
事
に
、
少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方

は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
北
部
事
務
所
　
☎
９
８
０
ー
０
１
３
１

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真

な
ど
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　（
①
〜
②
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
経
験
談
、
旅
行
記
や

健
康
法
な
ど
約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
動
植
物
や
自
作
の
絵
画
・

彫
刻
な
ど
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ

サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

●
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

●
送
り
先

　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
６

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

●
投
稿・写
真
を
募
集
し
ま
す



会
員
作
品

　
　ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
員
作
品

　
　ギ
ャ
ラ
リ
ー

（７） （６）

「江の島と富士」髙野 裕昭 会員

「エミール・ノルデ」伊藤 武夫 会員

「モッコウバラ」木村 正勝 会員

「無垢板に描いた作品集」三浦 祐 会員

「絵手紙」榎本 佳泰 会員



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　P
R
募
集
に
つ
い
て

（７） （６）

　1月25日（木）
　2月26日（月）
　3月26日（月）
　4月25日（水）
　5月25日（金）
　6月25日（月）
　7月25日（水）
　8月27日（月）
　9月25日（火）
10月25日（木）
11月26日（月）
12月25日（火）

平成30年
配分金支払日一覧表

配
分
金
支
払
日

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に、指定された口座へ支払います。

受給者の生年月日

65歳未満の方
（昭和28年１月２日
以降に生まれた方）

65歳以上の方
（昭和28年１月１日
以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

公的年金等の雑所得の額

 Ａ － 700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

（※1）配分金が65万円以下の場合は配分金の額
（※2）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる
　　　場合がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。

［平成29年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

「
認
知
度
倍
増
計
画
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
た
め
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
募
集
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
募
集
内
容
…
「
シ
ル
バ
ー
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
普
及
啓
発
）
に
つ
い
て

　〔
例
〕
…
「
区
民
祭
り
」
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、

　
　
　
　
　「
市
政
だ
よ
り
」
へ
の
掲
載
な
ど

※
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
マ
ス
コ
ッ
ト
の
募
集
で

は
あ
り
ま
せ
ん

２
　
募
集
期
間
…
２
月
１
日（
木
）〜
３
月
31
日（
土
）

３
　
応
募
方
法
…
郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ（
書
式
は
自
由
）

　
　【
住
　
所
】　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
経
営
課
　
宛
て

　
　【
F
A
X
】
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

　
　【
電
　
話
】
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

◆
配
分
金
と
所
得
に
つ
い
て

　
昨
年
１
年
間
（
就
業
期
間
は
、
平
成
28
年
12
月
か
ら

平
成
29
年
11
月
に
な
り
ま
す
。）
に
お
支
払
い
し
た
配

分
金
の
証
明
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
と
同
様
に
「
圧
着
は
が
き
」
で
郵
送

し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

で
す
の
で
、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
て
破
棄
し
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金

は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
原
則
的
に
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
29
年
中
の
収
入
が
配
分
金
の
み
の
場

合
、
配
分
金
額
が
１
０
３
万
円
以
下
の
方
は
、
税
務
署

に
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
配
分
金
が
１
０
３
万
円
を
超
え
る
方
は
、
扶

養
親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
中
の
収
入
が
配
分
金
と
公
的
年
金

の
場
合
、
左
の
速
算
表
で
算
出
し
た
公
的
年
金
の
雑
所

得
の
額
と
、
配
分
金
か
ら
65
万
円
（
※
１
）
を
差
し
引

い
た
額
の
合
計
金
額
が
38
万
円
以
下
の
方
（
※
２
）
も
、

税
務
署
へ
の
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
平
成
29
年
中
に
配
分
金
と
公
的
年
金
以
外

に
他
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告
す

る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
計
算
し
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

（参考）

圧着はがきが
配分金支払証明書に
なっています。

圧着はがき



働
く
こ
と
が
大
好
き

＝
中
部
事
務
所
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
　
　
　

「
田
口
さ
ん
」＝

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（３） （８）

田口会員

溝口駅南口バス乗り場

就業中の様子

　
　「
働
く
こ
と
が
大
好
き
」
と
い
う
ま
も
な
く
85
歳
を

迎
え
る
中
部
事
務
所
の
「
田
口
さ
ん
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
バ
ス
停
清
掃
を
行
っ
て
い
る
溝
口
駅
南
口
で

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
75
歳
ま
で
現
役
で
働
き
、
定
年
後
す
ぐ
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
り
、
仕
事
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

初
め
は
除
草
の
仕
事
で
し
た
が
、
持
ち
前
の
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
次
の
三
つ
の
業
務
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
川
崎
市
交
通
局
バ
ス
停
の
清
掃
11
ヵ
所
（
高
津
区
３

ル
ー
ト
、
宮
前
区
８
ル
ー
ト
）

●
い
こ
い
の
家
施
設
開
放
事
業
（
不
定
期
：
月
１
〜
４
回

程
度
。
白
幡
台
、
平
、
鷲
ヶ
峰
）

●
地
域
サ
ポ
ー
ト（
単
発
・
不
定
期
：
植
物
の
水
遣
り
な
ど
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
趣
味
で
卓
球
及
び
健
康
麻
雀
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
両
方
と
も
教
え
る
立
場
に
な
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
バ
ス
停
の
清
掃
は
第
１
週
と
３
週
の
月
１
〜
２
回
程
度

で
、仕
事
を
す
る
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、天
候（
雨

の
降
っ
て
い
る
日
は
作
業
し
な
い
）
や
自
分
の
都
合
で
決

め
て
お
り
、
１
回
に
２
日
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。

　
就
業
は
、
バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
、
決
め
ら
れ
た
バ
ス

停
で
降
車
し
、バ
ス
停
の
ま
わ
り
を
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
停
の
ま
わ
り
を
キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
に

喜
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

☆
仕
事
を
す
る
う
え
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
バ
ス
停
に
お
客
さ
ん
が
い
る
時
は
清
掃
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

☆
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
大
変
な
こ
と
は
？

　
こ
の
時
期
は
落
ち
葉
の
多
い
停
留
所
が
数
か
所
あ
る
の

で
、
一
か
所
で
大
型
ご
み
袋
２
袋
分
ぐ
ら
い
に
も
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。

☆
楽
し
い
こ
と
は
？

　
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。

（
取
材
感
想
）

　
元
気
だ
か
ら
働
く
の
か
、
働
い
て
い
る
か
ら
元
気
な
の

か
・
・
・
田
口
さ
ん
は
、
と
に
か
く
元
気
で
働
い
て
い
る

こ
と
が
大
好
き
な
よ
う
で
し
た
。
仕
事
の
な
い
時
は
趣
味

の
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
少
し
も
ジ
ッ
と
し
て
い
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
、
ま
さ
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
（
後
世
に
名
を
残
す
人
）
で
す
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
秋
山
　
勝
行


